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知 徳 体

○身近な人に親しみを持つ 

○いつもやさしく、 

　思いやりの気持ちを持つ 

○ルールを守り行動する 

○元気にあいさつする 

○楽しく食事をする 

○生活のリズムを作り、 

　元気よく遊ぶ 

め
ざ
す
こ
ど
も
像

○自分で考え、工夫する 

○いろいろなことに 

興味・関心を持つ 

○自分の気持ちを伝える 

保育の質の向上（こどもに関わる力の向上・チーム力の強化・小学校との連携の充実） 
◇ こども一人一人の思いや願いに寄り添いながら、安心感を土台に、遊びと体験を通してこどもの

“幸せ感”（ウェルビーイング）を高める。 

◇ こどもの興味・関心から一人一人の特性を見出し、様々な可能性を伸ばすようチーム全体で工夫し取り組む。 

◇ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を小学校と共有し、小学校との連携の強化及び円滑 

な接続を図り、こどもの発達や学びの連続性を確保するよう努める。

はじめの 100 か月の育ちビジョン
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十
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季節行事

散歩・遠足・登山

避難訓練 リズム運動

読書・読み聞かせ 観劇・体験活動様々な人との交流

小学生との交流 自由遊び

学びに向かう力、人間性など

喜怒哀楽、感性・意欲・粘り強さ、 

協力する、挑戦する 

こどもも、親も、先生方も“ワクワクする毎日”を目指して

知識及び技能の基礎

「気づく・分かる・できる」

思考力、判断力、表現力などの基礎

「考える・試す・工夫する 

伝える・表現する・修正する」

『生きる力』 
の基礎を育成
遊びを通して３つの力 

を一体的に育む

英語タイム
制作活動

子どもたちの成長にとって最も大切なのは家族の絆である。地域の力を得ながら、家庭愛を基盤

に家庭の教育力が高められるよう保護者と連携を図り、相互の理解・協力や温かい支援に努める。

家庭・地域との連携

研究主題　“健康な体　元気なこころを育む”


